
みんなの
としょかん●小説　Butterfly World（岡崎琢磨／著）　透明な螺旋（東野圭吾／著）　炎上フェニックス

（石田衣良／著）　おまえなんかに会いたくない（乾ルカ／著）　ばにらさま（山本文緒／著）

　ガラスの海を渡る舟（寺地はるな／著）　嗤う淑女二人（中山七里／著）　アフター・サイレ

ンス（本多孝好／著）　久遠の檻（知念実希人／著）　聖刻（堂場瞬一／著）　地中の星（門井

慶喜／著）　アイスクライシス（笹本稜平／著）　教場Ｘ（長岡弘樹／著）　骨を引き上げろ

（ジェスミン・ウォード／著）

●随筆・詩などの文学　沈黙のちから（若松英輔／著）　ベスト・エッセイ２０２１（日本文藝家

協会／編）　ダイヤモンド・プリンセス別れへの船出（多岐沢よう子／著）　ニューノーマル

妄想国語辞典（野澤幸司／著）

●その他の本　こども六法の使い方（山崎聡一郎／著）　伴走型支援（奥田知志、原田正樹

／編）　栗のお菓子づくり（今井ようこ、藤沢かえで／著）　子どもが体調悪いとき、どうした

らいいの？（小野英一／著）　みんなで楽しむｅスポーツ（田簑健太郎／編）

●「だざいふのとしょかん　令和2年度の報告」を発行しました。詳しくは、市民図書館ホームページを

ご覧ください。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などのご協力をお願いします。

『Butterfly World』
岡崎琢磨
双葉社

『こども六法の使い方』
山崎聡一郎

弘文堂

『透明な螺旋』
東野圭吾
文藝春秋
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貸出開始資料から

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
旅
行
を
す
る
の
も

憚
ら
れ
る
昨
今
で
す
が
、
そ
も
そ
も
旅
行

が
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
定
着
し
た
の
は
江

戸
時
代
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
福

岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
の
板
坂
耀
子
さ
ん

に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
紀
行

文
は
現
在
、
２
千
５
０
０
点
ほ
ど
残
っ
て

お
り
、
書
名
な
ど
か
ら
そ
の
う
ち
60
点
あ

ま
り
が
九
州
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い

か
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
の
紀

行
文
に
よ
く
登
場
す
る
の
は
、
長

崎
と
太
宰
府
で
、
こ
の
二
カ
所
に

つ
い
て
は
丁
寧
で
詳
細
な
記
述
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
紀
行
文
の
ひ
と
つ
に

「
宇
佐
詣
記
」
が
あ
り
ま
す
。
平
戸

藩
士
奥
島
景
就
の
手
に
な
る
も
の

で
、
書
名
の
と
お
り
、
宇
佐
宮
参
詣

を
目
的
と
し
た
旅
行
の
記
録
で

す
。
文
政
２
(
１
８
１
９
)
年
９
月

11
日
に
出
立
、
従
僕
平
次
郎
を
従
え
て
の

二
人
旅
で
、
10
月
７
日
に
家
に
帰
り
つ
く

ま
で
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
戸
か
ら
武
雄
・
佐
賀
・
久
留
米
・
日

田
を
経
て
宇
佐
に
入
り
、
無
事
、
宇
佐
宮
参

詣
を
済
ま
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
求
菩
提
山
・

彦
山
に
登
り
、
秋
月
を
通
っ
て
、
９
月
25

日
、「
武
蔵
の
湯
町
」(
二
日
市
温
泉
)
に
た

ど
り
着
き
、
温
泉
に
入
り
ま
し
た
。
翌
26

日
、
天
拝
山
に
登
り
、
ふ
た
た
び
湯
町
に
も

ど
り
湯
に
入
っ
て
か
ら
、
太
宰
府
天
満
宮

に
向
か
い
ま
す
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の

雨
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え
ず「
鳥
居

の
前
な
る
大
津
屋
」
に
と
ど
ま
り
ま
す
が
、

そ
の
雨
も
夕
方
に
は
や
ん
だ
の
で
、「
観
世

音
寺
・
戒
壇
院
・
都
府
楼
の
跡
」
を
訪
れ
、

そ
の
時
の
様
子
を
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
紀
行
文
は
、「
奥
島
家
文
書
」
の
一

点
と
し
て
、
現
在
、
長
崎
県
佐
世
保
東
漸
寺

の
ご
住
職
を
勤
め
る
奥
島
家
に
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
住
職
に
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
で
は
、
こ
の
景
就
は
絵
が
上
手
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
、
こ
の
「
宇
佐
詣
記
」

で
も
要
所
々
々
に
挿
絵
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
太
宰
府
の
周
辺
で

は
、
ま
ず「
武
蔵
湯
町
の
図
」が
あ

り
、
川
沿
い
に
あ
る
湯
屋
の
様
子

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
政
庁
跡

周
辺
で
は
、「
観
世
音
寺
戒
壇
院

都
府
楼
之
跡
石
礎
図
」
と
い
う
俯

瞰
図
と
あ
わ
せ
て
「
筑
前
御
笠
郡

都
府
楼
礎
石
遺
在
の
図
」
お
よ
び

礎
石
の
形
状
を
描
い
た
図
が
添

え
ら
れ
、
礎
石
に
関
す
る
所
見
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
田
圃
の
な
か
に
点
在
し
て
遺

る
大
き
な
礎
石
は
、
そ
の
昔
が
忍
ば
れ
る

も
の
と
し
て
深
く
印
象
に
残
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

こ
の
「
宇
佐
詣
記
」に
つ
い
て
は
、『
年
報

　

太
宰
府
学
』
第
８
号
(
２
０
１
４
年
刊
)

に
、
全
文
の
翻
刻
と
す
べ
て
の
挿
絵
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。太

宰
府
市
公
文
書
館　
　

重
松　

敏
彦

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。
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ま
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と
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ひ

こ

い
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お

く

し

ま
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な
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町
村
合
併
の
賜
？
国
民
健
康
保
険
と
無
医
村
の
解
消

昭
和
30
(
１
９
５
５
)
年
３
月
１
日
、
い

わ
ゆ
る
昭
和
の
大
合
併
で
水
城
村
と
太
宰

府
町
が
合
併
し
、
新
太
宰
府
町
が
誕
生
し

ま
す
。
翌
年
明
け
の
『
太
宰
府
町
公
民
館

報
』で
は
、
難
航
の
末
成
立
し
た
新
町
の
船

出
が
感
慨
と
共
に
振
り
返
ら
れ
、
特
記
す

べ
き
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
町
が
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま

す(
同
31
年
１
月
25
日
号
)。
ま
た
、
当
時
の

町
長
森
田
久
は
、
国
民
皆
保
険
を
目
指
す

国
の
制
度
整
備
が
進
む
中
、「
新
町

発
足
当
時
ま
で
は
隣
接
町
村
の
ど

こ
も
や
っ
て
い
な
か
っ
た
」
時
か

ら
「
当
町
は
先
鞭
を
つ
け
て
開
始

し
」た
、
と
国
民
健
康
保
険
に
関
す

る
新
町
の
周
到
な
実
施
ぶ
り
を
後

に
誇
ら
し
く
語
っ
て
い
ま
す
(
同

34
年
２
月
25
日
号
)。

確
か
に
戦
後
の
太
宰
府
で
の
国

民
健
康
保
険
制
度
設
立
の
動
き
は

早
く
、
旧
水
城
村
で
は
す
で
に
同
29
年
９

月
に
組
合
を
設
立
し
て
い
ま
す
(
『
太
宰
府

市
史
』に
よ
る
と
、
旧
太
宰
府
町
で
は
同
24

年
に
条
例
を
制
定
す
る
も
機
能
せ
ず
)。
国

民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
時
町

村
合
併
計
画
の
中
で
も
協
議
が
必
要
な
事

項
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
だ

７
か
町
村
合
併
案
(
太
宰
府
町
・
二
日
市

町
・
水
城
村
・
御
笠
村
・
筑
紫
村
・
山
口
村
・

山
家
村
)
が
有
力
な
合
併
路
線
と
し
て
進

行
し
て
い
た
時
、
筑
紫
郡
旧
御
笠
部
町
村

合
併
促
進
協
議
会
(
同
29
年
５
月
発
足
)
の

厚
生
文
化
委
員
会
で
は
「
各
町
村
共
に
戦

時
中
保
険
組
合
を
設
立
し
て
に
が
い
経
験

を
な
め
」「
お
い
そ
れ
と
設
立
出
来
な
い
状

況
」だ
が
、
す
で
に
水
城
村
が
組
合
を
設
立

し
て
い
る
の
で
「
他
町
村
は
こ
れ
に
追
随

し
加
入
出
来
る
の
で
、
漸
次
全
町
に
及
ぼ

す
よ
う
計
画
」
中
と
述
べ
ら
れ
て
お
り

(
『
太
宰
府
市
史　

近
現
代
資
料
編
』)
、
合

併
後
は
水
城
村
に
相
乗
り
す
る
形
で
事
業

を
進
め
よ
う
と
協
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

結
局
７
か
町
村
の
合
併
は
実

現
せ
ず
、
最
終
的
に
太
宰
府
町
と

水
城
村
の
２
か
町
村
が
合
併
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
合
併
後

の
同
30
年
９
月
に
は
、
当
時
「
無

医
村
」
で
あ
っ
た
水
城
地
区
に
念

願
の
診
療
所
が
設
立
さ
れ
(
経
営

は
社
会
福
祉
法
人
福
岡
県
済
生

会
に
委
託
)
、
ま
た
旧
太
宰
府
町

議
会
で
再
開
の
要
望
が
出
て
い
た
国
民
健

康
保
険
条
例
も
新
町
議
会
で
可
決
、
水
城

診
療
所
設
置
と
同
時
に
新
生
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
事
業

の
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
な
展
開
は
、
新
し
い

太
宰
府
町
に
と
っ
て
町
村
合
併
の
恩
恵
の

一
つ
と
な
っ
た
、
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

【
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
】

　
　

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
０
０
０
７
２
４
１

公
文
書
館　

藤
田　

理
子

　公文書館のお仕事

太宰府市公文書館は、『太宰府市史』編さん事業が進め

られる中でその設置が構想され、市史資料室（２００６年４月

設置）を経て、２０１４年４月１日に開館しました。

公文書館には、「文書資料部門」「太宰府学研究センター

部門」という２つの活動の柱があります。「文書資料部門」で

は、以前の町村役場時代の行政文書の保存、また本市が作

成した行政文書のうち歴史資料として重要あるいは行政の

説明責任を果たすために必要なものの選別・保存などをし

ています。一方、「太宰府学研究センター部門」では、地域資

料（太宰府地域に伝わる古文書などの類）や、古代から近

現代に至るまでの太宰府の歴史に関わる資料・図書を収蔵

し、整理・保存および調査研究した成果を『太宰府市公文書館紀要 年報 太宰府学』に公表、あるいは歴史講座で市

民の皆さんにお伝えするなどの活動をしています。

また、必要な情報・資料などの検索をお手伝いするレファレンスの対応もしていますので、もし太宰府の歴史や文

化について、疑問に思ったことや質問などがあれば、気軽に公文書館に問い合わせてください。

　公文書館ってどこ？
公文書館は、太宰府市御笠の上下水道事業センター内にあります。

住所：〒818-0110　福岡県太宰府市御笠５－３－１

　　　　　　　　　　　　　上下水道事業センター内

公文書館からのお願い
公文書館では、これまで個人の自宅の建替え、蔵の解体などの

機会を捉えて、江戸時代や明治時代以降に記された書付や手紙な

どの古文書、あるいは古い書籍、古写真などの所在確認および調

査をしてきました。その際には、公文書館職員が現地に赴き、調査

および当面の保存措置をしています。所蔵者の意向によっては、寄

贈・寄託を受ける場合もあります。

調査の結果、公文書館に収蔵された古文書などについては、一

点ごとの調書をもとに、目録（資料リスト）を作成後、プライバシーや

個人情報保護に配慮したうえで、地域資料として閲覧公開します。

年末になり、そろそろ新年を迎える大掃除の準備を始めるお宅も

多いと思います。そうした時に、今述べたような古文書の類が見つ

かることがあるかもしれません。今の私たちには不要に感じられ、置き場所もないことから捨ててしまおうと思うかもし

れませんが、それらは前の時代の人々が遺した足跡をたどる手掛かりとなるものです。地域の歴史や文化をより深く、

より豊かに語るための貴重な材料ともなることでしょう。

自宅整理の折などに、そうした古文書などが見つかったら、廃棄処分前にぜひ公文書館までご一報ください。

公文書館では、毎年、収蔵資料などを紹介するパネル展

を開催しています。今回は「開発と史跡保存」をテーマにし

ました。

大正10（1921）年３月、史蹟名勝天然紀念物保存法（同

８年施行）により、大宰府跡および水城跡が国の史跡に指

定されました。令和３（2021）年は、それから数えて100年と

いう節目の年でした。今回のパネル展は、平成14（2002）

年の市制施行20周年、および『太宰府市史』環境資料編刊

行を記念して開催された特別展示「太宰府―人と自然の

風景」（於　太宰府市文化ふれあい館）のために制作したパ

ネルのうちのいくつかを読み解くことで、太宰府における

“開発”と史跡保存の関わりを考えてみようという試みで

す。右の写真は、それぞれ大宰府跡・水城跡に建つ史跡指

定の記念碑で、指定翌年の大正11年に造立されました。

パネル展の後は、事業センターの別棟に公文書館があり

ますので、ぜひお立ち寄りください。

地域資料調書作成風景

電話番号・ファクス番号　☎　 （９２１）２３２２

E-mail 　　 kobunshokan@city.dazaifu.lg.jp

太宰府市公文書館パネル展

　　「開発と史跡保存―大宰府史跡指定100年を迎えて―」を開催します !!

会　期：令和４年１月11日㈫～３月25日㈮

会　場：上下水道事業センター１階ビジターフロア（期間中無休、観覧無料）

ふ
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ま
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太宰府市公文書館
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FAX

「史蹟水城阯」碑
　（所在地：水城東門跡）

「史蹟太宰府阯」碑
（所在地：大宰府政庁跡南側）
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古文書を捨てる前にお知らせください
こ  も ん じ ょ

～太宰府市公文書館からのお願い～

問い合わせ　文書情報課　公文書館　☎（９２１） ２３２２
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みんなの
としょかん●小説　御坊日々（畠中恵／著）　ものがたりの賊（真藤順丈／著）　笑うマトリョーシカ（早

見和真／著）　塞王の楯（今村翔吾／著）　失われた岬（篠田節子／著）　らんたん（柚木麻子

／著）　幻の旗の下に（堂場瞬一／著）　闇祓（辻村深月／著）　レインメーカー（真山仁／

著）　真・慶安太平記（真保裕一／著）　宿命（石原慎太郎／著）　死にふさわしい罪（藤本ひ

とみ／著）　ケルト人の夢（マリオ・バルガス＝リョサ／著）　夜の声（スティーヴン・ミルハウ

ザー／著）

●随筆・詩などの文学　すごいトシヨリ散歩（池内紀、川本三郎／著）　月夜の森の梟（小池

真理子／著）　ご機嫌剛爺（逢坂剛／著）　胃が合うふたり（千早茜、新井見枝香／著）

●その他の本　ここに物語が（梨木香歩／著）　楽しい地層図鑑（小白井亮一／文・写真）　

ビルマ危機の本質（タンミンウー／著）　がまんしない家（水越美枝子／著）　日本の婚礼衣

裳（長崎巌／編著）　簡単・生地から作る本格点心（市川友茂／著）

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などのご協力をお願いします。

『御坊日々』
畠中恵

朝日新聞出版

『すごいトシヨリ散歩』
池内紀、川本三郎
毎日新聞出版

『ケルト人の夢』
マリオ・バルガス＝リョサ

岩波書店

龍
造
寺
胤
栄
の
太
宰
府
亡
命

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

（　　 ）令和3年11月

貸出開始資料から

戦
国
時
代
も
後
半
に
入
っ
た
天
文
16
年

(

１
５
４
７)

９
月
、
筑
前
国
の
守
護
大
内

義
隆
は
早
良
郡
戸
栗
・
重
富(

現
福
岡
市

早
良
区
~
西
区)

の
両
所
を
、
太
宰
府
天

満
宮
の
社
家
の
満
盛
院
に
返
還
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
先
に
大
内
氏
が
こ
の
地
に
半

済(

寺
社
の
領
地
な
ど
で
、
年
貢
あ
る
い

は
土
地
の
半
分
を
取
り
上
げ
て
別
人
に
与

え
る
こ
と)

を
実
施
し
、
半
分
を
龍
造
寺

胤
栄
に
与
え
て
い
た
も
の
で
す
。

領
主
で
あ
る
満
盛
院
の
院
主
快
誾

が
、
大
内
氏
に
返
し
て
く
れ
る
よ

う
訴
え
を
起
こ
し
て
お
り
、
こ
れ

が
聞
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
龍
造
寺
胤
栄
と
い
う

人
物
は
、
肥
前
国
佐
賀
郡
の
龍
造

寺
村(

現
佐
賀
県
佐
賀
市)

に
本
拠

を
置
く
龍
造
寺
氏
の
当
主
で
、
後

に
戦
国
大
名
に
成
長
し
た
龍
造
寺

隆
信
の
義
理
の
父
に
当
た
り
ま

す
。
当
時
、
龍
造
寺
氏
は
大
内
氏
に
従

い
、
少
弐
氏
と
は
敵
対
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
後
世
の
編
纂
資
料
に
よ
る

限
り
で
は
、
同
13
年(

１
５
４
４)

11
月
に

少
弐
冬
尚
の
重
臣
馬
場
頼
周
ら
の
謀
略
に

よ
っ
て
、
龍
造
寺
一
族
は
相
次
い
で
戦
死

し
、
同
14
年(

１
５
４
５)

正
月
に
は
少
弐

勢
に
攻
め
ら
れ
本
拠
を
追
わ
れ
て
筑
後
国

に
退
去
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
４
月

に
は
本
拠
を
奪
回
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
15
年(

１
５
４
６)

正
月
に
再
び
少

弐
冬
尚
ら
が
龍
造
寺
氏
を
攻
撃
し
、
胤
栄

は
敗
走
し
て
筑
前
国
に
逃
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
の
亡
命
先
は
、
太
宰
府
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
動
き
の
う
ち
、
同
時
代
に

書
か
れ
た
確
実
な
史
料
に
よ
っ
て
裏
付
け

ら
れ
る
部
分
は
非
常
に
少
な
い
も
の
の
、

胤
栄
が
大
内
氏
を
頼
っ
て
筑
前
に
流
れ
て

き
た
こ
と
は
確
認
で
き
ま
す
。
た
だ
滞
在

し
て
い
た
場
所
が
太
宰
府
か
ど

う
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
昨
年
の
本
誌
10
月
号(

№
１

０
０
１)
で
、
大
内
氏
が
他
国
か

ら
逃
れ
て
き
た
味
方
の
人
々
を
保

護
し
、
た
び
た
び
満
盛
院
領
の
戸

栗
・
重
富
に
お
い
て
領
地
を
与
え

て
い
た
話
を
ご
紹
介
し
た
の
に
続

き
、
こ
こ
で
も
義
隆
は
同
様
に
領

地
を
与
え
た
の
で
し
た
。
そ
れ

が
同
16
年
９
月
以
前
に
胤
栄
が

肥
前
に
復
帰
を
果
た
し
た
た
め
、
満
盛
院

の
訴
え
に
よ
り
返
還
さ
れ
た
の
で
す
。
満

盛
院
に
と
っ
て
は
受
難
の
繰
り
返
し
で
す

が
、
亡
命
し
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
は
、

当
面
の
生
活
を
支
え
る
上
で
大
い
に
助

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

【
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
】

　
　

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
７
２
４
１

太
宰
府
市
公
文
書
館　

大
塚　

俊
司

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。
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みんなの
としょかん●小説　吾妻おもかげ（梶よう子／著）　山亭ミアキス（古内一絵／著）　黄金旅程（馳

星周／著）　滅私（羽田圭介／著）　その花の名を知らず（長野まゆみ／著）　能面鬼（五

十嵐貴久／著）　新しい星（綾瀬まる／著）　パラソルでパラシュート（一穂ミチ／著）　

ロミオとジュリエットと三人の魔女（門井慶喜／著）　黄金の刻（楡周平／著）　泥棒は

幻を見ない（赤川次郎／著）　R.I.P（久坂部羊／著）　薔薇色の門　誘惑（遠藤周作／

著）　打ちのめされた心は（フランソワーズ・サガン／著）

●随筆・詩などの文学　歓待する文学（小野正嗣／著）　にっこり、洋食（江國香織／ほ

か著）　ただいま見直し中（小川奈緒／著）　教養としての芥川賞（重里徹也、助川幸逸

郎／著）

●その他の本　SDGｓな生活のヒント（タラ・シャイン／著）　食べる経済学（下川哲／

著）　ヤングケアラー（毎日新聞取材班／著）　お父さん、お母さんが知っておきたいダ

ニとアレルギーの話（高岡正敏／著）　はじめてのガラスペン（武田健／著）

『吾妻おもかげ』
梶よう子

KADOKAWA

『歓待する文学』
小野正嗣
ＮＨＫ出版

『打ちのめされた心は』
フランソワーズ・サガン

河出書房新社

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
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金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

（　　 ）令和3年12月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
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●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などの協力を
お願いします。

大
宰
府
の
所
司
に
つ
い
て

古
代
の
大
宰
府
機
構
の
な
か
に
は
、
た

と
え
ば
防
人
司
(
防
人
の
管
理
を
行
う
部

署
)
や
蔵
司
(
調
・
庸
と
い
う
税
の
管
理
な

ど
を
行
う
部
署
)の
よ
う
に
、
そ
の
職
務
に

応
じ
て
分
課
さ
れ
た
所
司
が
置
か
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
役

所
で
い
え
ば
、
税
務
課
や
建
設
課
と
い
っ

た
部
署
が
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
合
す
る
と
、
大

宰
府
に
は
、
最
大
に
見
積
も
っ
て
26
の
所

司
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
所
司
に
つ
い
て
は
、

古
く
竹
内
理
三
さ
ん
の
研
究
が
あ

り
、
そ
れ
を
承
け
て
九
州
歴
史
資

料
館
の
倉
住
靖
彦
さ
ん
も
検
討
を

加
え
て
い
ま
す
。
竹
内
さ
ん
は
、
こ

れ
ら
の
所
司
の
多
く
が
平
安
時
代

の
史
料
に
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
安
時
代
を
中
心
に
そ
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
倉
住
さ
ん
は
、『
続
日
本
紀
』

天
平
17
(
７
４
５
)
年
８
月
己
丑
条
に
み
え

る
「
大
宰
府
に
管
内
諸
司
の
印
十
二
面
を

給
う
」と
い
う
記
事
に
着
目
し
、
す
で
に
奈

良
時
代
に
形
成
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
と
考

え
て
、
印
を
支
給
さ
れ
た
12
の
所
司
に
つ

い
て
、
そ
の
比
定
を
試
み
ま
し
た
。
倉
住
さ

ん
の
検
討
は
、
そ
の
後
の
所
司
研
究
に
継
承

さ
れ
て
お
り
、
倉
住
さ
ん
の
比
定
と
は
異
な

る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
所
司
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
研
究
を
顧
み
る
と
き
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ひ
と
つ
は
、
倉

住
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
所
司
の
形
成
過
程

に
つ
い
て
で
す
。
倉
住
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の

所
司
に
は
養
老
職
員
令
大
宰
府
条
に
規
定

さ
れ
た
品
官
を
母
胎
と
す
る
も
の
と
、
大

宰
帥
の
職
務
内
容
の
一
部
を
分
掌
す
る
も

の
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
点
は

ま
だ
き
ち
ん
と
整
理
し
て
検
討
さ
れ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
司
に
つ
い
て
、
倉
住
さ
ん
が
考

察
し
た
奈
良
時
代
の
所
司
形
成
と
竹
内
さ

ん
に
よ
る
平
安
時
代
に
お
け
る
所
司
の
展

開
を
つ
な
ぐ
と
い
う
方
向
性
で
す
。
た
と

え
ば
出
土
文
字
資
料
の
発
見
に

よ
っ
て
、
所
司
の
う
ち
の
政
所
、

匠
司
、
城
司
は
奈
良
時
代
ま
で
遡

る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
政
所
は
、
平
安
時

代
の
史
料
に
も
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
両
者
の
関
連
や
展
開

を
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
蔵
司
と

い
う
地
名
が
残
り
、
冒
頭
に
ふ
れ

た
蔵
司
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
大
宰

府
政
庁
跡
西
側
丘
陵
で
は
、
九
州
歴
史
資

料
館
に
よ
る
発
掘
調
査
が
継
続
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
倉
庫
群
や
区
画
施
設
な
ど
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
新
た
な

知
見
も
ふ
ま
え
て
、
所
司
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

【
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
】
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４
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ひ

こ
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き
も
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つ
か
さ

し
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し

た
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り 

ぞ

う

く

ら
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す
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みんなの
としょかん●小説　創世の日（江上剛／著）　もう別れてもいいですか（垣谷美雨／著）　ひとりでカラ

カサさしてゆく（江國香織／著）　血の歌（なかにし礼／著）　皆のあらばしり（乗代雄介／

著）　ミトンとふびん（吉本ばなな／著）　きりきり舞いのさようなら（諸田玲子／著）　一九

六一東京ハウス（真梨幸子／著）　世界の美しさを思い知れ（額賀澪／著）　愚かな薔薇（恩

田陸／著）　偽装同盟（佐々木譲／著）　黒白の一族（明野照葉／著）　緑の天幕（リュドミラ・

ウリツカヤ／著）

●随筆・詩などの文学　吉祥寺ドリーミン（山田詠美／著）　今を生きるあなたへ（瀬戸内寂

聴／著）　日本のつぶやき（仲畑貴志／選）　古代万葉の歳時記（東茂美／著）

●その他の本　から揚げコッコ物語（陶山良子／著）　ぜんぶわかる高齢者のからだと病気

（秋下雅弘／監修）　　鎌倉合戦物語（笹間良彦／著）　親の財産を凍結から守る認知症対策

ガイドブック（元木翼／著）　世界一楽しい子育てアイデア大全（木下ゆーき／著）

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などの協力をお願いします。

『創世の日』
江上剛

朝日新聞出版

『から揚げコッコ物語』
陶山良子
弦書房

『もう別れてもいいですか』
垣谷美雨

中央公論新社

明
治
37
・
38
年
の
豪
雨
災
害

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

（　　 ）令和4年1月

貸出開始資料から

明
治
38
(
１
９
０
５
)
年
は
、
５
月
の

日
本
海
海
戦
の
勝
利
に
世
の
中
が
沸
き

立
っ
た
年
で
す
。
太
宰
府
で
も
６
月
に
は

各
町
が
曳
物
を
出
し
て
祝
い
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
す
が
、
翌
７
月
末
、
こ
の
地
域

と
し
て
は
「
未
曾
有
の
」
豪
雨
災
害
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
(
町
制
施
行

61
周
年
記
念
誌
『
太
宰
府
』
)
。

福
岡
県
は
前
年
も
遠
賀
川
流
域
を
中
心

に
梅
雨
時
期
の
大
雨
被
害
を
受
け

て
お
り
、
「
太
宰
府
町
議
会
事
務

報
告
」
(
『
太
宰
府
市
史　

近
現

代
資
料
編
』
)
に
よ
る
と
、
太
宰

府
町
で
は
明
治
37
年
に
洪
水
が
発

生
し
、
御
笠
川
に
架
か
る
石
橋
３

カ
所
が
破
壊
、
里
道
１
カ
所
が
破

損
し
、
町
の
臨
時
費
と
関
係
者
か

ら
の
寄
付
金
で
、
秋
に
か
け
て
橋

の
架
け
替
え
と
道
の
修
繕
を
行
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
翌
38
年
に
も
洪
水
が
発
生
、

そ
の
被
害
は
前
年
を
は
る
か
に
上
回
る
も

の
で
し
た
。
架
け
替
え
た
ば
か
り
の
橋
を

含
む
、
北
谷
か
ら
浦
ノ
城
間
の
橋
８
基
が

陥
落
、
ま
た
土
地
の
崩
落
や
道
路
の
損
壊

等
が
１
０
０
カ
所
近
く
発
生
す
る
事
態
と

な
り
ま
す
。
新
聞
報
道
で
は
、
水
城
村
で

も
イ
ン
フ
ラ
被
害
の
他
、
落
雷
被
害
や
家

屋
の
倒
壊
が
あ
り
、
ま
た
両
町
村
や
近
隣

の
地
域
で
は
前
年
に
続
き
家
屋
へ
の
浸
水

が
起
き
(
『
九
州
日
報
』
)
、
繰
り
返
さ

れ
る
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
事
務
報
告
書
に
よ
る
と
、
太
宰

府
町
で
は
明
治
38
年
の
災
害
復
旧
工
事
に

約
３
０
７
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
前
年
の
経
費
の
実
に
７
倍
と
な

り
、
町
財
政
に
も
さ
ら
な
る
打
撃
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
内
、

橋
の
架
け
替
え
費
用
は
多
額
の
寄
付
に
よ

り
賄
わ
れ
て
お
り
、
37
年
に
は

橋
の
再
建
費
約
30
円
の
半
分

が
、
38
年
に
は
約
１
６
０
円
の

６
割
が
寄
付
金
で
占
め
ら
れ
ま

し
た
。
御
笠
川
に
よ
り
分
断
さ

れ
て
し
ま
う
集
落
も
あ
り
早
急

な
工
事
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
、
特
に
架
橋
は
寄
付
に
多
く

を
頼
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。明

治
37
・
38
年
は
当
時
の
日

本
に
と
っ
て
、
戦
勝
に
よ
る
「
一
等
国
」

デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
画
期
で
し
た
が
、
少
な

く
と
も
太
宰
府
地
域
に
と
っ
て
は
、
２
年

連
続
で
豪
雨
と
い
う
災
禍
に
苦
し
め
ら
れ

た
受
難
の
時
期
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
　

【
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
】

　
　

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
７
２
４
１

太
宰
府
市
公
文
書
館　

藤
田
理
子

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

日 月 火 水 木 金 土令和
４年

3 6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

5

12

19

26

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

ふ
じ 

た 

ま
さ 

こ
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みんなの
としょかん●小説　彼女が知らない隣人たち（あさのあつこ／著）　幸村を討て（今村翔吾／著）　

月の王（馳星周／著）　引力の欠落（上田岳弘／著）　アルツ村（南杏子／著）　菜の花

の道（藤原緋沙子／著）　阿茶（村木嵐／著）　母子草の記憶（小杉健治／著）　無明（今

野敏／著）　朱色の化身（塩田武士／著）　夏の体温（瀬尾まいこ／著）　人面島（中山

七里／著）　弊社は買収されました！（額賀澪／著）　ブランディングズ城のスカラベ騒

動（P.G.ウッドハウス／著）　年年歳歳（ファンジョンウン／著）

●随筆・詩などの文学　月曜日は水玉の犬（恩田陸／著）　遺す言葉（瀬戸内寂聴／著）

　カムカムマリコ（林真理子／著）　ゆく川の流れは、動的平衡（福岡伸一／著）　老いの

正体（森村誠一／著）

●その他の本　87歳、古い団地で愉しむひとりの暮らし（多良美智子／著）　図解身近

にあふれる「神社と神様」が3時間でわかる本（後藤泰弘／著）　「アキラさん」は音楽を

楽しむ天才（宮川彬良／著）　定年ひとり起業　マネー編（大杉潤／著）　すごい酪酸菌

（江田証／著） 

『彼女が知らない隣人たち』
あさのあつこ
KADOKAWA

『月曜日は水玉の犬』
恩田陸

筑摩書房

『幸村を討て』
今村翔吾

中央公論新社

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和4年4月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
4年

6 6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

5

12

19

26

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などの協力を
お願いします。

役
場
文
書
で
見
る
発
掘
調
査
風
景
よ
も
や
ま

昭
和

26
(
１
９
５
１
)
年
に
設
置
さ
れ

た
「
太
宰
府
の
都
制
と
文
化
調
査
会
」
は
、

大
宰
府
史
跡
の
本
格
的
な
調
査
研
究
の

た
め
に
九
州
大
学
・
福
岡
県
・
文
部
省

が
協
力
し
て
組
織
し
た
も
の
で
、
主
に
考

古
班
・
美
術
班
・
文
献
班
に
分
か
れ
て

調
査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
同
年

に
考
古
班
が
九
州
大
学
の
鏡
山
猛
を
中

心
と
し
て
行
っ
た
地
形
実
測
調
査
は
、
戦

後
の
太
宰
府
に
お
け
る
学
術
調
査
の
嚆

矢
と
言
え
、
こ
の
成
果
を
基
礎
に

榎
社
境
内
や
推
定
金
光
寺
跡
、
松

倉
瓦
窯
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

水
城
村
役
場
の
文
書
(
旧
社
会

教
育
課
永
年
文
書
)に
は
、「
考
古

班
調
査
計
画
に
関
し
て
」
と
題
さ

れ
た
ペ
ン
書
き
の
罫
紙
一
片
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
26
年
６
月
９
日

の
日
付
印
が
押
さ
れ
た
こ
の
文
書
は
、
７

月
半
ば
か
ら
約
１
カ
月
間
実
施
さ
れ
る

実
測
調
査
に
向
け
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
調
査
班
の
寝
食
の
手
配
や
地
元
で
の

承
諾
の
取
り
付
け
な
ど
、
水
城
村
側
で
準

備
す
べ
き
事
項
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
調

査
に
は
鏡
山
・
日
野
開
三
郎
ら
教
員
の

他
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
九
大
の
学
生
10

人
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
場

所
と
し
て「
中
学
校
静
心
亭
」を
提
供
、
村

役
場
が
布
団
や
蚊
帳
な
ど
の
寝
具
を
整

え
、
１
人
１
日
１
５
０
円
と
決
め
ら
れ
た

食
事
の
融
通
に
は
地
元
の
商
店
が
応
じ

た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
費
用
に

つ
い
て
は
調
査
会
持
ち
だ
っ
た
と
は
い

え
、
長
逗
留
と
な
る
若
き
調
査
隊
十
数
人

の
受
け
入
れ
は
こ
の
時
期
の
村
に
と
っ

て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一
つ
だ
っ
た

と
想
像
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
地
元

に
と
っ
て
こ
の
一
大
事
件
は
、
太

宰
府
で
今
後
展
開
さ
れ
る
大
調

査
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
と

い
う
、
希
代
の
体
験
の
始
ま
り
で

も
あ
り
ま
し
た
。

県
文
化
課
が
水
城
村
教
育
委

員
会
に
宛
て
た
昭
和
29
年
３
月

11
日
付
の
文
書
か
ら
は
、
当
時
学

業
院
中
学
校
の
生
徒
が
発
掘
作

業
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
生
徒
に
は
、
鏡
山
ら
専
門
家
に
直
接

解
説
を
し
て
も
ら
う
よ
う
勧
め
ら
れ
て

お
り
、
う
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り
の
学
習
の

機
会
が
発
掘
現
場
で
設
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
　

【
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
】

　
　
　
　
　

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
７
２
４
１

太
宰
府
市
公
文
書
館　
　

藤
田　

理
子

特別整理期間のため

右の期間はお休みします

本は図書館の「ほんのポスト」に返却ができます。
ただし、CD・DVD・ビデオは壊れるおそれがありま
すので入れることができません。

市民図書館

すくすく号

６月20日㈪～29日㈬

６月21日㈫～24日㈮

ふ
じ 

た 

　
　

ま
さ 

こ

か
が
み

や

ま

た
け
し

ひ
　

の

 

か

い

ざ

ぶ

ろ

う
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みんなの
としょかん●小説　くるまの娘（宇佐見りん／著）　花散る里の病棟（帚木蓬生／著）　天下を買っ

た女（伊東潤／著）　競争の番人（新川帆立／著）　戴天（千葉ともこ／著）　パパイヤ・

ママイヤ（乗代雄介／著）　布武の果て（上田秀人／著）　マイクロスパイ・アンサンブ

ル（伊坂幸太郎／著）　夢伝い（宇佐美まこと／著）　情熱の砂を踏む女（下村敦史／

著）　ハロー・グッドバイ（小路幸也／著）　ルコネサンス（有吉玉青／著）　笙野頼子発

禁小説集（笙野頼子／著）　印（アーナルデュル・インドリダソン／著）

●随筆・詩などの文学　今日を楽しく生きる（瀬戸内寂聴／著）　厨に暮らす（宇多喜代

子／著）　大人への手順（伊集院静／著）　愉快なる地図（林芙美子／著）　人間とマン

ボウ（北杜夫／著）

●その他の本　雲仙普賢岳噴火回想録（太田一也／著）　日本の合戦解剖図鑑（本郷和

人／著）　今日のうどん（満留邦子／著）　オペラのひみつ（岸純信／著）　今日から減

酒！（倉持穣／著）

『くるまの娘』
宇佐見りん

河出書房新社

『天下を買った女』
伊東潤

KADOKAWA

『花散る里の病棟』
帚木蓬生
新潮社

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和4年5月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
4年

7 4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

3

10

17

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などの協力を
お願いします。

筑
紫
氏
、
隈
村
を
返
還
す
る

太
宰
府
天
満
宮
社
家
の
満
盛
院
の
領

地
を
め
ぐ
っ
て
、
戦
国
時
代
に
引
き
起
こ

さ
れ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
色
々
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
、
こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
っ

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
大
永
６

(
１
５
２
６
)
年
に
は
複
数
の
も
め
事
が

起
き
て
お
り
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
筑
前

国
早
良
郡
の
戸
栗
・
重
富

(

本
紙
昨
年

10
月
号
№
１
０
０
１
・
本
年
１
月
号
№

１
０
０
４)

以
外
に
も
、
御
笠
郡

の
隈
村
(
現
筑
紫
野
市
大
字
隈
周

辺
)
を
め
ぐ
っ
て
筑
紫
氏
と
争
っ

て
い
ま
す
。

満
盛
院
は
、
前
年
の
同
５
(
１

５
２
５
)
年
以
来
、
領
地
の
隈
村

12
町
の
地
を
返
還
す
る
よ
う
、
た

び
た
び
筑
紫
氏
に
訴
え
て
い
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
満
盛

院
は
筑
前
国
守
護
の
大
内
義
興
に
訴
え

て
、
各
地
の
領
地
の
安
堵
(
領
有
を
承
認

す
る
こ
と
)
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
。
筑

紫
氏
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
隈
村
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
を
機
に
大
内
氏
の
威
光
を

背
景
に
、
取
り
戻
そ
う
と
し
た
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
筑
紫
氏
は
、
当

主
の
秀
門
は
返
還
に
納
得
し
た
け
れ
ど

も
、
実
行
し
な
い
ま
ま
引
き
延
ば
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
理
由
は
、
後
室(
先
代
の
当

主
満
門
の
妻
か
)
が
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ

た
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
筑
紫
氏
は
同

４(

１
５
２
４)

年
に
当
主
満
門
が
少
弐

氏
の
重
臣
馬
場
頼
周
に
殺
害
さ
れ
、
秀
門

が
跡
を
継
い
で
ま
だ
日
が
浅
か
っ
た
た

め
、
家
の
中
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
な

い
状
態
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
と
も
あ
れ
何

と
か
同
意
を
得
て
、
隈
村
は
満
盛
院
に
返

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
隈
村
を
め
ぐ
る
満

盛
院
と
筑
紫
氏
の
争
い
は
、
５
年

後
の
享
禄
４
(
１
５
３
１
)
年
に

再
燃
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
筑

紫
一
族
の
尚
門
が
当
事
者
で
、
同

じ
肥
前
国
の
龍
造
寺
左
衛
門
佐

も
こ
れ
に
関
与
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
た
め
満
盛
院
か
ら
の

訴
え
を
受
け
て
、
筑
紫
氏
の
当
主

正
門
と
、
水
ケ
江
龍
造
寺
氏
の
当
主
家
門

の
双
方
か
ら
、
隈
村
を
返
還
す
る
と
満
盛

院
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
隈

村
を
め
ぐ
る
満
盛
院
と
筑
紫
氏
の
争
い

は
解
決
せ
ず
、
た
び
た
び
繰
り
返
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
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みんなの
としょかん●小説　棘の家（中山七里／著）　広重ぶるう（梶よう子／著）　カレーの時間（寺地はる

な／著）　残された人が編む物語（桂望実／著）　朽ちゆく庭（伊岡瞬／著）　信仰（村田

沙耶香／著）　うまたん（東川篤哉／著）　ナイトシフト（香納諒一／著）　忍者に結婚は

難しい（横関大／著）　　よろずを引くもの（西條奈加／著）　馬鹿みたいな話！（辻真

先／著）　雨滴は続く（西村賢太／著）　リリアンと燃える双子の終わらない夏（ケヴィ

ン・ウィルソン／著）　呼び出し（ヘルタ・ミュラー／著）

●随筆・詩などの文学　地球、この複雑なる惑星に暮らすこと（ヤマザキマリ、養老孟司

／著）　捨てることから始まる（瀬戸内寂聴／著）　やりなおし世界文学（津村記久子／

著）　沓が行く。（戌井昭人／文・写真）

●その他の本　日本水引（長浦ちえ／著）　寝ても覚めてもアザラシ救助隊（岡崎雅子

／著）　和ハーブのある暮らし（平川美鶴／著）　ＪＡ全農広報部さんにきいた世界一お

いしい野菜の食べ方（ＪＡ全農広報部／監修）　調停による円満解決（日本調停協会連

合会／編）　

『広重ぶるう』
梶よう子
新潮社

『棘の家』
中山七里

KADOKAWA

『日本水引』
長浦ちえ

誠文堂新光社

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和4年5月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
4年

8
1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

7

14

21

28

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などの協力を
お願いします。

日
唐
律
令
比
較
研
究
の
現
在

~
北
宋
天
聖
令
の
発
見
~

歴
史
を
勉
強
し
て
い
る
と
、
ひ
と
つ
の

資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
そ
れ
が
大
き
く

変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
北
宋
天

聖
令
の
発
見
も
そ
う
し
た
一
例
で
し
ょ
う
。

古
代
の
日
本
は
、
中
国
か
ら
律
令
と
い

う
法
律
を
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
ら
に
よ
っ

て
国
の
仕
組
み
な
ど
を
整
え
て
い
き
ま

す
。
こ
の
時
期
を
律
令
国
家
と
呼
ぶ
の

は
、
そ
の
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
江
戸
時
代
以
来
、
中
国

(
特
に
日
本
が
直
接
の
手
本
と
し

た
唐
)
の
律
令
と
日
本
の
そ
れ
と

を
比
較
し
て
、
共
通
点
や
相
違
点

を
探
る
比
較
研
究
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

こ
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
律
令
の
う
ち

令
(
今
日
の
行
政
法
に
相
当
)
の

条
文
は
、
大
半
が
条
文
の
形
で
現

在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
、
中
国
で
は
こ
の
令
条
文
は
失
わ
れ

て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
引
用
さ
れ

た
も
の
か
ら
復
原
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
１
９
９
９
年
、
中
国
寧
波

市
の
天
一
閣
博
物
館
で
、
北
宋
時
代
、
仁

宗
朝
の
天
聖
７
(
１
０
２
９
)
年
の
も
の

と
み
ら
れ
る
令
条
文
が
発
見
さ
れ
、
２
０

０
６
年
に
な
っ
て
そ
の
全
文
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
す
で
に

施
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
唐
令
の
条
文

も
引
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
発
見
さ
れ

た
の
は
全
体
の
３
分
の
１
ほ
ど
で
す
が
、

一
定
の
手
続
き
を
ふ
め
ば
、
日
本
令
の
条

文
と
の
字
句
の
異
同
と
い
っ
た
細
部
に

至
る
ま
で
、
か
な
り
直
接
的
な
比
較
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
こ
れ

ま
で
定
説
と
考
え
ら
れ
て
い
た
点
に
修

正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
天
聖
令
の
発
見
は
、
日
唐
律
令

比
較
研
究
に
ま
っ
た
く
新
た
な
局
面
を

切
り
拓
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
は
、
今
、
大
宰
府
の
軍
事
的

機
能
を
考
え
る
た
め
に
、
防
人
制

の
こ
と
を
調
べ
て
い
ま
す
が
、
関

連
す
る
研
究
の
中
に
は
、
こ
の
天

聖
令
を
用
い
た
日
唐
律
令
比
較

に
触
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
防

人
の
こ
と
は
、
令
の
中
で
は
軍
防

令
と
い
う
編
目
に
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
発
見
さ
れ

た
３
分
の
１
に
は
、
こ
の
編
目
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
日
本
の
律
令
軍
制
や
地
方
軍

制
を
考
え
る
際
に
、
重
要
な
条
文
が
含
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
日
唐
律
令
比
較
と
い
う

観
点
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
点
に
も
留
意
し
な
が
ら
、

今
後
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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